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１．概要（Summary） 

磁性材料における重要な物性パラメータは，これまで

は磁化や磁気異方性が中心であったが，次世代磁気メモ

リなどにおいては，これらパラメータに加えて磁気緩和定

数が素子のエネルギー効率や動作速度を決定づける重

要パラメータとなると想定されている．しかしながら，CoPt

基合金は現在の磁気記録として広く用いられる記録材料

でありながら，これまで磁気緩和に関する研究はほとんど

なされていなかった．本研究では，(001)配向した

hcp-Co80Pt20合金薄膜を作製し，時間分解磁気光学測

定法を用いた磁気緩和定数測定を行った．その結果，膜

厚には殆ど依存せず 0.05以下の磁気緩和定数を得た． 

 

２．実験（Experimental） 

・利用した主な装置 

 フェムト秒レーザー加工分析システム 

 

・実験方法 

用いた装置はフェムト秒レーザー加工分析システムで

あり，ポンプ-プローブ法による時間分解磁磁気光学効果

測定による磁気緩和定数の評価を行った．レーザー波長

1050 nm，パルス幅 500 fs，繰り返し周期は 100 kHzで

ある．試料は dcマグネトロンスパッタ法により，石英基板

上に Ta/Pt/Ru下地を形成し，CoPt合金薄膜を 5 – 20 

nmの厚みで形成した．その後，干渉膜として SiNを 40 

nm形成した．磁場は膜面法線から 50 °の方位に引加

した．ポンプ光で磁化歳差運動を励起し，プローブ光によ

り磁気光学効果（MOKE）測定を行う．信号強度をプロー

ブ光の遅延時間に対してプロットすることにより，歳差運

動挙動を反映したMOKEプロファイルが得られる． 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig. 1に代表的な磁気光学効果プロファイルを示す．

試料は膜厚 5 nmの CoPt膜である．磁化の歳差運動に

対応する明瞭な振動パターンが観測出来ている．これを

動的磁化挙動の基本方程式である Landau–Lifshitz– 

Gilbert （LLG）方程式を用いて解析した．その結果，

CoPt膜の磁気緩和定数は多少のばらつきはみられるも

のの 0.03から0.05の範囲にあり，膜厚に対する依存性は

確認できなかった．今回得られた値は，次世代記録用材

料として十分に有望視できるものであった． 
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Fig. 1 MOKE profiles of a hcp-CoPt (001) thin 
film of 5 nm in thickness by varying external 
magnetic field from 4 kOe to 14 kOe. 


